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縮集後記
。 1中味が濃いからねえH というコマーシャルがひと
頃流行ったことがありましたが，本誌も頁数はできるだ
け少なくし，中味を濃いものにしようと努力してきまし
た。本号はその願いがある程度まで、稔ったものといえる
と思います。 
o 予定していた横川教授の巻頭が，先生のご都合でい
ただけなかったのは残念ですが，桑田先生の総説は現在
内外の注目を集めている白血病ウイルスの研究につい
て，その歴史から研究過程の詳細について，見事にまと
められたものであり，わずか数頁の聞にこれだけの知識
を与えて下さったことに感謝の念を禁じえません。
く〉 白壁，市J[!，熊倉三先生は，ご承知のように昨年度
の朝日賞受賞のトリオですが，白壁先生は順天堂内科の
教授として，市川先生は国立がんセンター集団検診部，熊
倉先生は癌研究会附属病院内科で，それぞれ極めてご多
忙の中を，本誌のために受賞後はじめての筆を執って下
さいました。いうなれば芥川賞受賞後第 l作みたいなも
のですが，白壁先生は受賞の対象となった研究の初期か
らの苦心の数々を述べられ，市川先生は胃隆起部病変が 
X線をたくみに用いることにより，型別や良悪性の判定
が容易に行なえるようになった経緯を，熊倉先生は従来
難かしいとされていた上部胃癌の診断を，いくつかの新
しい造影法のくみ合わせによって可能にされたこと，お
よび将来への課題を述べて居られます。詳しくは本文を
お読みになり，本文を常時坐右におかれることをおすす
めします。
。 わたくしはこの受賞が本学内で行なわれた研究にも
とづき，本学以外の場で活躍されている三先生に与えら
れたことに大きな意義を感じます。本学医学部が拡がっ
てゆく，そんな感じです。ひとつの着想とそれを極めて
ゆくたゆまない努力と，意気のあった協力，それが目立
たずに積上げられてゆくことが，何よりも大切なことで
はないでしょうか。この受賞が決して偶然でなかったこ
とに，思いを致すべきであると思うのです。三先生の今
後のますますご発展をお祈り申し上げます。
。 原著は 7名 9編ありますが，総説および講座と符節
を合わせたように，がんおよび放射線に関するものが多
くなっています。松本氏の軟レントゲン治療，山本，小
沢両氏の 133Xeを用いた血流測定，長谷川氏らの肺癌症
例の予後推測，高沢氏のグルコース発癌等がそれです。
また渡辺氏の論文，坂田氏の論文は社会医学の面からみ
て興味深いものです。
。編集の都合で Hあたらしい薬H が巻末にまとまら
ず，麻生先生の (11)が216頁に， 村山先生の(12)が236
頁になりました。 これは各論文の第 l頁が右側(奇数
頁)から始まるように，別刷作成に便利なようにしたた
めです。従来前付になっていた広告も，このため記事中
に入りました。一度この方式をごらんになった上で，ご
意見をお聞かせ下さい。
く〉 研究余話ないし診療余話を公募することにしたのは 
4Q_巻の新企画のひとつですが，そのききめが現われて
きたした。小田原の堀部先生からのーーもぐり語あれこ
れーーがそれで，ふかし， SCUBA，耳抜き， bendsな
ど興味ある余話となっています。ひとつこれで肩のこり
をとって下さい。
。診療のための検査も実地医家にとって有益なこと
が，次々とのせられてきます。現在すでに 4号まで原稿
をいただいていますが，降矢先生の健筆ますます冴えて
きています。今後ともご期待下さい。 
.0 例会の記事は麻酔科例会です。各演者の抄録もそう
ですが， とくに質疑応答が面白くとゴ一読をおすすめしま
す。
。 このように粒が揃ってきますと，編集後記は大へん
書易く，まだまだいくらでも書けそうですが，紙数も尽
きてきましたので，依頼に応じて快くご執筆下さった方
々，投稿者のご協力に再度感謝の意を表して，後記を終
ります。
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